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第 7章では、最適組成のZr-Cu-Ni-Al系金属ガラスについて、約 2.5 GPaの強度を有する高耐
久性 Ni-W金型を用いてナノスケール精密成形を過冷却温度と常温で試み、形状転写性とそれ
らに影響する因子について検討した結果を述べた。 











 まず、Zr-Cu-Al 系および Zr-Cu-Ni-Al 系金属ガラスについて調べ、過冷却液体の熱安定性と
粘性が合金組成に依存して大きく変化することを示した。その結果、Zr が 65 at%以上含まれる
合金では、結晶化時の準安定相の析出が抑制され、過冷却液体温度領域（∆Tx）を大きく拡大さ
せることに成功している。例えば、Zr65Cu18Ni7Al10 合金では、高いガラス形成能を有するととも












容に関する公表状況は、学術論文として 8 報（筆頭著者 4 報）がある。この内、査読つき国際会
議論文として 2報（筆頭著者 1報）を含んでおり、国内外の学会で高く評価されている。 
よって本論文は博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
また、平成 27 年 1 月 15  日、論文内容およびそれに関連する事項について試問を行
った結果、合格と判定した。 
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